
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 5月発行 

独立行政法人 水資源機構 

味噌川ダム管理所 

〒399-6203 木祖村小木曽 2058-22 

  TEL 0264-36-3111 

管理の状況 

洪水対応演習 

 味噌川ダム地点の3月の月平均気温が、平年よ

り１℃程度低かったことも影響し、味噌川ダム上

流ワサビ沢地点の融雪は、平年よりも遅いものと

なりました。 

 貯水状況については、満水となった昨年12月

末以降は貯水位を維持し、現在は、梅雨や台風の

時期に備え、洪水を貯留する空き容量を確保する

ため、5月末にかけて貯水位を約９ｍ低下させて

いるところです。 
4月 24日・25日 

 多目的ダムである味噌川ダム

の用途の一つに洪水調節があり

ます。大雨や台風の際に、下流へ

一度に大量の水が流れないよう

に洪水の一部をダムに貯めこん

で、下流に流れる水量を低減させ

る働きです。この２日間の演習で

は急な豪雨の時も洪水調節を的

確に行えるか、また、関係機関に

迅速に連絡が行えるか、警報は作

動するかなど、細かな項目を一つ

一つ確認しました。また、本番同

様に警報局のスピーカー放送と

サイレンが鳴るため、村民の方々

にも新聞の折り込みチラシ等で

あらかじめお知らせをして、協力

をお願いしました。職員一同、本

番さながらの緊張感をもって演

習を行うことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★ご意見等ありましたら当ダムへご連絡ください。 

   味噌川ダム HP http://www.misogawa.jp    

E-mail  misogawa@avis.ne.jp 

職員の移動 

○田中 秀樹（たなか ひでき） 
【利根導水総合事業所】 

 平成２９年４月１日付けで所長代

理（事務担当）となりました田中で

す。地域の行事やイベン 

トにも積極的に参加した 

いと思っています。よろ 

しくお願いします。 

○武田 保郎（たけだ やすお） 
【中部地方整備局設楽ダム工事事務所】 

 平成２９年４月１日に味噌川ダム管理所の

所長代理（技術）として配属となりました武田

でございます。味噌川ダムへは、２０年ぶりに

やって参りました。初めてのダム事務所への配

属が味噌川ダムであったこともあり、人一倍思

い入れがあります。皆さんに愛される 

ダムといわれる、そんな味噌川ダ 

ムにしたいと思います。今後とも 

ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお 

願いします。 

○吉廣 主税（よしひろ ちから）
【筑後川局】 
 平成２９年４月１日付けで、味噌

川ダム管理所（施設・電気通信担当）

に赴任しました吉廣と申します。電

気通信設備の適切な維持管理やダム

施設の水管理などを行っ 

ていこうと思います。 

よろしくお願いします。 

○犬田 嘉宏（いぬた よしひろ）【新規採用】 

 味噌川ダム管理所、総務班勤務となりました

犬田です。社会人として１年目ではあります

が、地域の方々や管理所の先輩方 

から多くの事を学んで味噌川ダム 

地域一帯を盛り上げていきたいと思 

います。よろしくお願いいたします。 

転出者【転出先】 

転入者【前任地】 

所長代理 清水 泰   【総合技術センター】 

所長代理 柳生 光彦  【会計検査院】 

施設班  近藤 晶信  【池田総合管理所】 

総務班  松尾 尭   【利根導水総合事業所】 

お世話になりました。 

よろしくお願いします。 

味噌川ダムで日本酒貯蔵 木祖村×湯川酒造店×味噌川ダム 

 木祖村にある「湯川酒造店」の日本酒８００本を、味噌川ダ

ムの堤体内に貯蔵する取り組みが行われました。 

 この取り組みについては、「ダムの内部は温度が１３～１４度

と年中一定に保たれ、日本酒の熟成に適している。」と湯川社長

が提案し、また水源地域ビジョンの特産品開発と地域活性化に

当てはまると、木祖村と味噌川ダムも賛同し実現したものです。 

 木曽川源流のおいしい水と、木曽産の酒米・ひとごこちが原

料の純米吟醸（720ml）9月末まで貯蔵し、味噌川ダム貯蔵酒

「木曽路」として名古屋方面にも販売されます。 

 水資源機構が管理するダム施設で 

酒を貯蔵する取り組みは初めてです。 

おいしいお酒になることでしょう。 

4月 28日 

http://www.misogawa.jp/

